
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共に伝送される放送システ
ムの字幕を表示する字幕表示装置において、
　放送番組を受信する受信手段と、
　受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、
　番組のジャンル毎の文字フォントを予め設定するフォント設定手段と、
　
　
　前記番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、
　前記ジャンル判別手段により判別された番組のジャンルを基に、前記フォント設定手段
から該当する番組のジャンルのフォントを読み出して出力する出力手段と、
　前記出力手段により出力されたフォント

字幕を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする字幕表示装置。
【請求項２】
　字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共に伝送される放送システ
ムの字幕を表示する字幕表示装置において、
　放送番組を受信する受信手段と、
　受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、
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表示文字に特定の効果を付加する複数のフィルタと、
番組のジャンルに最も適合する前記フィルタを選択するフィルタ選択手段と、

に、前記フィルタ選択手段により選択されたフ
ィルタによる表示効果を付加して



　番組のジャンル毎の文字表示色を予め設定する表示色設定手段と、
　
　
　前記番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、
　前記ジャンル判別手段により判別された番組のジャンルを基に、前記表示色設定手段か
ら該当する番組のジャンルの表示色を読み出して出力する出力手段と、
　前記出力手段により出力された表示色

字幕を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする字幕表示装置。
【請求項３】
　字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共に伝送される放送システ
ムの字幕を表示する字幕表示装置において、
　前記番組情報には、放送番組に指定された文字フォント又は表示色が含まれており、
　放送番組を受信する受信手段と、
　受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、
　
　
　前記番組情報から番組に指定された文字フォント又は表示色を検出する番組指定フォン
ト検出手段と、
　前記番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、
　前記ジャンル判別手段により判別された番組のジャンルを基に、前記番組指定フォント
検出手段により検出された該当する番組のジャンルのフォント又は表示色を出力する出力
手段と、
　前記出力手段により出力されたフォント又は表示色

字幕を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする字幕表示装置。
【請求項４】
　字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共に伝送される放送システ
ムの字幕を表示する字幕表示装置において、
　放送番組を受信する受信手段と、
　受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、
　
　
　文字フォント又は表示色をダウンロードするフォントダウンロード手段と、
　前記番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、
　前記ジャンル判別手段により判別された番組のジャンルを基に、前記ダウンロード手段
により取得した該当する番組のジャンルのフォント又は表示色を出力する出力手段と、
　前記出力手段により出力されたフォント又は表示色

字幕を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする字幕表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル放送番組を受信する受信装置の字幕表示装置に関し、詳細には、受信
のために必要な情報、ユーザへ提示するために必要な情報、番組付加情報等の様々な情報
が含まれている番組情報が、放送番組に付加される放送システムの字幕表示装置に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
近年、テレビジョン放送もアナログ放送からデジタル放送に急速に移行している。このデ
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表示文字に特定の効果を付加する複数のフィルタと、
番組のジャンルに最も適合する前記フィルタを選択するフィルタ選択手段と、

に、前記フィルタ選択手段により選択されたフィ
ルタによる表示効果を付加して

表示文字に特定の効果を付加する複数のフィルタと、
番組のジャンルに最も適合する前記フィルタを選択するフィルタ選択手段と、

に、前記フィルタ選択手段により選
択されたフィルタによる表示効果を付加して

表示文字に特定の効果を付加する複数のフィルタと、
番組のジャンルに最も適合する前記フィルタを選択するフィルタ選択手段と、

に、前記フィルタ選択手段により選
択されたフィルタによる表示効果を付加して



ジタル放送では、アナログ放送に比べて多チャンネル化が図られると同時に、受信機での
番組選択に必要な情報（番組情報）をサービス情報として番組と共に伝送している。ユー
ザは、この番組情報を受信機の表示画面に表示し、放送番組の確認、視聴予約、録画予約
等に利用することができる。
【０００３】
デジタル・テレビジョン放送では、このように番組情報が番組と同時に伝送され、ユーザ
ヘの便宜が図られている。
また、ニュース番組等において、背景画像とその下部等に表示される字幕の画面とを合成
して画面を構成する番組送出装置が存在する。この種の装置としては、例えば特開平１０
－２９４８９７号公報に開示された装置がある。上記公報記載の装置は、字幕等の画像を
複数生成しておき、背景画像に対して最適な字幕等を表示しようとする。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の受信装置にあっては、番組内容にかかわらず字幕の表示
が同一であると、番組の内容と表示される字幕に統一感が無くなってしまう。ともすると
番組の持つ雰囲気を壊すことになりかねないという問題点があった。
本発明は、このような課題に鑑みてなされたものであって、番組視聴時の字幕の違和感を
無くすことができる字幕表示装置を提供することを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の字幕表示装置は、字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共
に伝送される放送システムの字幕を表示する字幕表示装置において、放送番組を受信する
受信手段と、受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、番組のジャ
ンル毎の文字フォントを予め設定するフォント設定手段と、前記番組情報に基づいて受信
した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、前記ジャンル判別手段により判
別された番組のジャンルを基に、前記フォント設定手段から該当する番組のジャンルのフ
ォントを読み出して出力する出力手段と、前記出力手段により出力されたフォントを用い
て字幕を表示する表示手段とを備えることを特徴としている。
【０００６】
本発明の字幕表示装置は、字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共
に伝送される放送システムの字幕を表示する字幕表示装置において、放送番組を受信する
受信手段と、受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、番組のジャ
ンル毎の文字表示色を予め設定する表示色設定手段と、前記番組情報に基づいて受信した
放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、前記ジャンル判別手段により判別さ
れた番組のジャンルを基に、前記表示色設定手段から該当する番組のジャンルの表示色を
読み出して出力する出力手段と、前記出力手段により出力された表示色を用いて字幕を表
示する表示手段とを備えることを特徴としている。
【０００７】
本発明の字幕表示装置は、字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共
に伝送される放送システムの字幕を表示する字幕表示装置において、放送番組を受信する
受信手段と、受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、番組のジャ
ンル毎に、表示文字に特定の効果を付加する表示効果付加手段と、前記番組情報に基づい
て受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、前記ジャンル判別手段に
より判別された番組のジャンルを基に、前記表示効果付加手段により該当する番組のジャ
ンルの表示効果を付加して字幕を表示する表示手段とを備えることを特徴としている。
【０００８】
本発明の字幕表示装置は、字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共
に伝送される放送システムの字幕を表示する字幕表示装置において、前記番組情報には、
放送番組に指定された文字フォント又は表示色が含まれており、放送番組を受信する受信
手段と、受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、前記番組情報か
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ら番組に指定された文字フォント又は表示色を検出する番組指定フォント検出手段と、前
記番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、前記
ジャンル判別手段により判別された番組のジャンルを基に、前記番組指定フォント検出手
段により検出された該当する番組のジャンルのフォント又は表示色を出力する出力手段と
、前記出力手段により出力されたフォント又は表示色を用いて字幕を表示する表示手段と
を備えることを特徴としている。
【０００９】
本発明の字幕表示装置は、字幕情報、及び番組のジャンル等の番組情報が、放送番組と共
に伝送される放送システムの字幕を表示する字幕表示装置において、放送番組を受信する
受信手段と、受信した放送番組から番組情報を検出する番組情報検出手段と、文字フォン
ト又は表示色をダウンロードするフォントダウンロード手段と、前記番組情報に基づいて
受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル判別手段と、前記ジャンル判別手段によ
り判別された番組のジャンルを基に、前記ダウンロード手段により取得した該当する番組
のジャンルのフォント又は表示色を出力する出力手段と、前記出力手段により出力された
フォント又は表示色を用いて字幕を表示する表示手段とを備えることを特徴としている。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら本発明の好適な字幕表示装置の実施の形態について詳細に
説明する。
【００１１】
第１の実施の形態
図１は、本発明の第１の実施の形態の字幕表示装置の構成を示す図である。本実施の形態
に係る字幕表示装置は、ＢＳデジタル放送の電波を受信可能なデジタル放送受信機能を備
えたテレビジョン受信機に適用したものである。
図１において、１１はチューナ（受信手段）、１２はＣＰＵ、１３はフラッシュメモリ（
出力手段）、１４はモニタ（表示手段）である。
【００１２】
ＣＰＵ１２は、ＰＳＩ／ＳＩ取得部１５（番組情報検出手段）、映像・音声取得部１７、
ジャンル判別部１８（ジャンル判別手段）、番組のジャンル毎の文字フォントを予め設定
するフォント記憶部１９ａ（フォント設定手段）、判別された番組のジャンルを基に、フ
ォント記憶部１９ａから該当する番組のジャンルのフォントを選択して出力するフォント
選択部１９（出力手段の一部）、フィルタ選択部２０、及びフォントフィルタ部２１（表
示効果付加手段）の各機能部から構成される。ＣＰＵ１２は、装置全体の制御を行う制御
部であり、ＲＡＭ上のプログラムに従い、演算に使用するデータを記憶したメモリを使用
して字幕表示処理等各種処理を実行する。
【００１３】
以下、上述のように構成された字幕表示装置の動作を説明する。
本字幕表示装置では、地上波やケーブル、ＢＳ、ＣＳ等の放送のテレビ番組が受信される
。放送されたテレビ放送番組は、入力端子より受信放送番組を含む信号として受信部で受
信され、その受信データは本字幕表示装置に入力される。
【００１４】
ＢＳデジタル放送では、チューナ１１により、ＴＳ（ Transport Stream）というＭＰＥＧ
（ Moving Picture Expert Group）規格に準拠した形式のデータを取得する。このＴＳに
は、映像・音声データや、字幕データ、ＰＳＡ／ＳＩ（番組情報）等が含まれており、Ｃ
ＰＵ１２の映像・音声取得部１７、ＰＳＩ／ＳＩ取得部１５により、それぞれ映像・音声
の取得、番組情報の取得を行う。フォント選択部１９により選択されたフォントデータは
、フラッシュメモリ１３に格納される。
【００１５】
次に、ジャンル判別部１８では、取得したＰＳＩ／ＳＩを判別し、字幕の表示が可能な番
組であるかどうかを判断する。そして、字幕の表示が可能な番組であれば、番組情報中の
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ジャンル判別に使用できる情報（例えば、コンテント記述子等）を用いてジャンルの判断
を行う。
【００１６】
ジャンル判定後、フォント選択部１９では、フォント記憶部１９ａに予め設定されている
番組のジャンル毎の文字フォントから判別した番組のフォントデータを選択し、さらにユ
ーザの設定に合わせて着色まで行う。フォントデータの選択において、必要であれば追加
でフォントデータをダウンロードして用いる。
また、ジャンル判別部１８の判定結果を受けて、フィルタ選択部２０は、字幕データを加
工するためのフィルタを選択し、フォントフィルタ２１では選択されたフィルタによりフ
ォントの加工を行う。
【００１７】
最後に、フォントフィルタ２１により加工された表示用の字幕データと、映像・音声取得
部１７により取得された映像・音声を合わせてモニタ１４に出力する。字幕等をモニタ表
示画面上に重ねて表示する技術は、ＯＳＤ（オン・スクリーン・ディスプレイ）と呼ばれ
公知のものである。
上記動作を、フローを参照して具体的に説明する。
【００１８】
図２は、字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。図中、Ｓはフローの各ステッ
プを示す。
ＢＳデジタル放送では、ＳＩ（ Service Information）と呼ばれる番組情報が送出されて
おり、受信機はＳＩを受信することで番組選択を柔軟に行うことが可能である。ＳＩには
番組のジャンル（番組区分）、パレンタルレート（視聴年齢区分）、放送時間、有料放送
区分等の様々な番組に関する情報が記述されている。ＢＳデジタル放送受信機に組み込ま
れた字幕表示装置では、このＳＩから番組の内容を解析することが可能である。
【００１９】
まず、ステップＳ１で番組情報を入力し、ステップＳ２でＳＩから番組の内容を解析する
。ステップＳ３で、解析結果（ここでは「ニュース」「ドラマ」「音楽」）を得た後、ス
テップＳ４で字幕の表示に使用されるフォントをフォント選択部１９により選択する。フ
ォント選択の際には、ニュース等の情報番組であればゴシック体、音楽番組であればポッ
プ体等、受信機提供者が最も適当であると判断する番組内容とフォントを結び付けること
で選択を行う。あるいは、予め規格化された通りに番組内容とフォントとを結び付けるこ
とで選択を行う。
【００２０】
ステップＳ５でこの選択した表示フォントを字幕表示に使用する。図２では、ニュース等
の情報番組はゴシック体、ドラマは太明朝体、音楽番組はポップ体の字体により字幕が表
示され、番組内容を損なうこと無く字幕を表示することが可能となる。
【００２１】
以上のように、本実施の形態の字幕表示装置は、放送番組を受信するチューナ１１、ＣＰ
Ｕ１２、判別された番組のジャンルを基に該当する番組のジャンルのフォントを読み出す
フラッシュメモリ１３、設定されたフォントを用いて字幕を表示するモニタ１４を備え、
ＣＰＵ１２は、受信した放送番組から番組情報を検出するＰＳＩ／ＳＩ取得部１５、映像
・音声取得部１７、番組情報に基づいて受信した放送番組のジャンルを判別するジャンル
判別部１８、番組のジャンル毎の文字フォントを予め設定するフォント記憶部１９ａ、判
別された番組のジャンルを基にフォント記憶部１９ａから該当する番組のジャンルのフォ
ントを選択して出力するフォント選択部１９、フィルタ選択部２０、及びフォントフィル
タ部２１を備えて構成したので、番組情報を解析することで番組の属する区分（番組のジ
ャンル）を導き出し、この番組のジャンルに最も適合するフォントを用いて字幕表示する
ことができ、番組視聴時の字幕の違和感を無くすことができる。
【００２２】
すなわち、字幕付きの番組を視聴している際に、字幕フォントのイメージが番組の内容と
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食い違う場合があると、ユーザは少なからず番組視聴への没入を妨げられることがあった
。本実施の形態では、番組のジャンルに最も適合するフォントを用いて字幕が表示される
ので、ユーザが番組内容と字幕表示との間の違和感なく番組を視聴することができる。
【００２３】
第２の実施の形態
本発明の第２の実施の形態の字幕表示装置の構成は、図１の構成と同様である。
図３は、本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートであり、図２のフロー
と同一処理を行うステップには同じステップを付している。
【００２４】
まず、ステップＳ１で番組情報を入力し、ステップＳ２でＳＩから番組の内容を解析する
。ステップＳ３で、解析結果（ここでは「ニュース」「ドラマ」「音楽」）を得た後、ス
テップＳ１１で字幕の表示に使用されるフォント色をフォント選択部１９により選択する
。フォント色選択の際には、ニュース等の情報番組であれば黒、リラクゼーションを喚起
する番組であれば緑系等、受信機提供者が最も適当であると判断する番組内容とフォント
色を結び付けることで選択を行う。あるいは、予め規格化された通りに番組内容とフォン
ト色とを結び付けることで選択を行う。
【００２５】
また、ＢＳデジタル放送においては送出側がフォント色を指定することが可能であるが、
送出側にフォント色指定された場合は、受信機の設定等により送出側の意図通りに文字列
を表示するか、受信機の解析結果によるフォント色を使うか指定できるようにする。
ステップＳ１２でこの選択したフォント色を字幕表示に使用する。図３では、ニュース等
の情報番組は黒、ドラマは青、音楽番組は緑のフォント色により字幕が表示され、番組内
容に即した字幕を表示することが可能となる。
【００２６】
このように、本実施の形態の字幕表示装置は、番組情報を解析することで番組のジャンル
を判別し、この番組のジャンルに最も適合するフォント色を用いて字幕表示することがで
き、番組内容に即したフォント色の字幕を表示することが可能となる。
【００２７】
なお、フォント色の組み合わせは一例であり、番組内容に合うフォント色であればどのよ
うな配色でもよい。また、このフォント色は、白抜き文字や文字自体に彩色が施されてい
る多色表示や明度を変えた階調表示としてもよく、さらに文字全体を枠囲みしたり、背景
色を変える態様でもよい。
【００２８】
第３の実施の形態
本発明の第３の実施の形態の字幕表示装置の構成は、図１の構成と同様である。
図４は、本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートであり、図２のフロー
と同一処理を行うステップには同じステップを付している。
【００２９】
まず、ステップＳ１で番組情報を入力し、ステップＳ２でＳＩから番組の内容を解析する
。ステップＳ３で、解析結果（ここでは「ニュース」「ドラマ」「映画」）を得た後、ス
テップＳ２１で字幕の表示に使用される表示効果をフィルタ選択部２０により選択する。
表示効果選択の際には、ニュース等の情報番組であれば常に背景色に対応した文字色にす
るフィルタ、古い時代の映画であれば、字幕の表示にノイズをのせるフィルタ等、受信機
提供者が最も適当であると判断する番組内容と表示効果を結び付けることで選択を行う。
あるいは、予め規格化された通りに番組内容と表示効果とを結び付けることで選択を行う
。
【００３０】
ステップＳ２２でこの選択した表示効果を字幕表示に使用する。図４では、ニュース等の
情報番組は背景色に対応した文字色、ドラマは太明朝体、映画はノイズがのった字体によ
り字幕が表示され、番組内容に即した字幕を表示することが可能となる。
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【００３１】
以上のように、本実施の形態の字幕表示装置は、番組のジャンル毎に、表示文字に特定の
効果を付加するフォントフィルタ部２１を備え、フィルタ選択部２０が、番組のジャンル
に最も適合するフィルタを用いて字幕情報に表示効果を付加するので、番組内容に即した
字幕を表示することが可能となる。
また、本実施の形態を、第１又は第２の実施の形態と組合わせて用いればより一層番組内
容に合った字幕表示が可能である。
【００３２】
第４の実施の形態
図５は、本発明の第４の実施の形態の字幕表示装置の構成を示す図である。本実施の形態
の説明にあたり、図１と同一構成部分には、同一符号を付している。
【００３３】
図５において、１１はチューナ、１２はＣＰＵ、１３はフラッシュメモリ、１４はモニタ
であり、ＣＰＵ１２は、ＰＳＩ／ＳＩ取得部１５（番組情報検出手段）、フォント取得部
１６（番組指定フォント検出手段，フォントダウンロード手段，ダウンロードフォント選
択手段）、映像・音声取得部１７、ジャンル判別部１８（ジャンル判別手段）、フォント
選択部１９（フォント設定手段，表示色設定手段）、フィルタ選択部２０、及びフォント
フィルタ部２１（表示効果付加手段）の各機能部から構成される。
以下、上述のように構成された字幕表示装置の動作を説明する。
【００３４】
ＢＳデジタル放送では、チューナ１１により、ＴＳというＭＰＥＧ規格に準拠した形式の
データを取得する。本実施の形態では、このＴＳに、映像・音声データや、字幕データ、
フォントデータ、ＰＳＡ／ＳＩ（番組情報）等が含まれており、ＣＰＵ１２の映像・音声
取得部１７、フォント取得部１６、ＰＳＩ／ＳＩ取得部１５により、それぞれ映像・音声
の取得、フォントデータの取得、番組情報の取得を行う。フォント取得部１６により取得
したフォントデータは、フラッシュメモリ１３に格納される。
【００３５】
次に、ジャンル判別部１８では、取得したＰＳＩ／ＳＩを判別し、字幕の表示が可能な番
組であるかどうかを判断する。そして、字幕の表示が可能な番組であれば、番組情報中の
ジャンル判別に使用できる情報（例えば、コンテント記述子等）を用いてジャンルの判断
を行う。
【００３６】
ジャンル判定後、フォント選択部１９では、フラッシュメモリ１３上のフォントデータを
選択し、さらにユーザの設定に合わせて着色まで行う。フォントデータの選択において、
必要であれば追加でフォントデータをダウンロードして用いる。
また、ジャンル判別部１８の判定結果を受けて、フィルタ選択部２０は、字幕データを加
工するためのフィルタを選択し、フォントフィルタ２１では選択されたフィルタによりフ
ォントの加工を行う。
【００３７】
最後に、フォントフィルタ２１により加工された表示用の字幕データと、映像・音声取得
部１７により取得された映像・音声を合わせてモニタ１４に出力する。
上記動作を、フローを参照して具体的に説明する。
【００３８】
図６は、本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートであり、図２のフロー
と同一処理を行うステップには同じステップを付している。
まず、ステップＳ１で番組情報を入力し、ステップＳ２でＳＩから番組の内容を解析する
。フォント取得部１６により番組の字幕フォントが指定されていることを検出すると、ス
テップＳ４で取得した字幕の表示に使用されるフォントをフォント選択部１９により選択
する。ステップＳ５でこの送出側の指定してきた番組の表示フォントを字幕表示に使用す
る。図６では、ニュース等の情報番組はゴシック体、ドラマは太明朝体、音楽番組はポッ
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プ体の字体により字幕が表示される。この送出側の指定してきた番組の表示フォントを使
用することで、番組制作者の意図に沿った字幕を表示することが可能となる。
【００３９】
以上のように、本実施の形態の字幕表示装置は、番組情報には、放送番組に指定された文
字フォント又は表示色が含まれており、フォント取得部１６は、番組情報から番組に指定
された文字フォント又は表示色を検出し、この番組のジャンルに最も適合するフォント又
は表示色を用いて字幕表示するので、第１及び第２の実施の形態と同様の効果を得ること
ができることに加え、装置内に番組のジャンル毎の文字フォントや表示色を予め設定する
必要がないので、メモリ容量を増加させることなく実現することができる。
【００４０】
第５の実施の形態
本発明の第５の実施の形態の字幕表示装置の構成は、図５のフォント取得部１６が、さら
に表示用フォントを受信するフォントダウンロード手段と、フォントダウンロード手段に
より取得したその番組に特定のフォントを設定するダウンロードフォント選択手段を備え
て構成される。
【００４１】
図７は、本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートであり、図６のフロー
と同一処理を行うステップには同じステップを付している。
まず、ステップＳ１で番組情報を入力し、ステップＳ２でＳＩから番組の内容を解析する
。フォント取得部１６は、番組の字幕フォントが放送波で送られていることを検出すると
、ステップＳ３１でフォントダウンロード手段によりダウンロードフォント使用指定を設
定し、字幕の表示に使用されるフォントを取得後、ステップＳ３２でダウンロードフォン
ト選択手段によりフォントを選択する。
【００４２】
ステップＳ５でこの送出側の指定してきた番組の表示フォントを字幕表示に使用する。図
６では、送出側の送ってきた番組専用の表示フォントは太明朝体であり、この字体により
字幕が表示される。この送出側の送ってきた番組専用の表示フォント５を使用することで
、番組制作者の意図に沿った字幕を表示することが可能となる。
【００４３】
以上のように、本実施の形態の字幕表示装置は、フォントダウンロード手段によりダウン
ロードしたフォント又は表示色を基に、番組のジャンルに最も適合するフォント又は表示
色を用いて字幕表示するので、第４の実施の形態と同様の効果を得ることができることに
加え、番組情報に番組のジャンル毎の文字フォントや表示色の情報を付加する必要がない
ので、既にある番組情報をそのまま用いて実現することができる。
【００４４】
なお、上記各実施の形態に係る字幕表示装置を、上述したようなデジタル放送の電波を受
信可能なデジタル放送受信機能を備えたテレビジョン受信機に適用することもできるが、
記録する番組は何でもよく、現行テレビ放送番組であってもよい。
【００４５】
また、フォント又は表示色を番組の区分で設定するようにしているが、フォント及び表示
色を合わせて変更するようにしてもよいことは勿論であり、背景色、文字の大きさ、字体
等を組合わせて変えるようにしてもよい。
さらに、上記字幕表示装置を構成する各回路部、例えば番組予約部、シリーズ番組判定部
等の種類、数及び接続方法などは前述した実施の形態に限られない。
【００４６】
以上説明した字幕表示装置は、この字幕表示装置を機能させるためのプログラムでも実現
される。このプログラムはコンピュータで読み取り可能な記録媒体に格納されている。本
発明では、この記録媒体として、メインメモリそのものがプログラムメディアであっても
よいし、また外部記憶装置としてプログラム読み取り装置が設けられ、そこに記録媒体を
挿入することで読み取り可能なプログラムメディアであってもよい。いずれの場合におい
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ても、格納されているプログラムはＣＰＵがアクセスして実行させる構成であってもよい
し、あるいはいずれの場合もプログラムを読み出し、読み出されたプログラムは、図示さ
れていないプログラム記憶エリアにダウンロードされて、そのプログラムが実行される方
式であってもよい。このダウンロード用のプログラムは予め本体装置に格納されているも
のとする。
【００４７】
ここで、上記プログラムメディアは、本体と分離可能に構成される記録媒体であり、実施
の形態で述べたＰＣカード（ＳＲＡＭカード）のほか、磁気テープやカセットテープ等の
テープ系、フロッピーディスクやハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ
／ＭＤ／ＤＶＤ等の光ディスクのディスク系、ＩＣカード／光カード等のカード系、ある
いはマスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュＲＯＭ等による半導体メモリ
を含めた固定的にプログラムを担持する媒体であってもよい。
【００４８】
さらに、外部の通信ネットワークとの接続が可能な通信装置１９を備えている場合には、
その通信装置１９を介して通信ネットワークからプログラムをダウンロードするように、
流動的にプログラムを担持する媒体であってもよい。なお、このように通信ネットワーク
からプログラムをダウンロードする場合には、そのダウンロード用プログラムは予め本体
装置に格納しておくか、あるいは別な記録媒体からインストールされるものであってもよ
い。なお、記録媒体に格納されている内容としてはプログラムに限定されず、データであ
ってもよい。
【００４９】
【発明の効果】
以上、詳述したように、本発明によれば、ユーザが番組内容と字幕表示との間の違和感を
気にせずに番組を視聴することが可能になる。
請求項１乃至３の発明では、番組内容に合った字幕の表示方法を提供することでユーザの
番組視聴を補助することができる。
【００５０】
請求項４及び５の発明では、送出側が番組内容に合うと判断した字幕の表示方法を選択す
ることで、ユーザの番組と字幕表示に違和感を感じること無く視聴が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の字幕表示装置の構成を示す図である。
【図２】本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図３】本発明の第２の実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第３の実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第４の実施の形態の字幕表示装置の構成を示す図である。
【図６】本実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第５の実施の形態の字幕表示装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１１　チューナ（受信手段）
１２　ＣＰＵ
１３　フラッシュメモリ（出力手段）
１４　モニタ（表示手段）
１５　ＰＳＩ／ＳＩ取得部（番組情報検出手段）
１６　フォント取得部（番組指定フォント検出手段，フォントダウンロード手段，字幕フ
ォント設定手段）
１７　映像・音声取得部
１８　ジャンル判別部（ジャンル判別手段）
１９　フォント選択部（フォント設定手段，表示色設定手段，出力手段の一部）
１９ａ　フォント記憶部（フォント設定手段）
２０　フィルタ選択部
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２１　フォントフィルタ部（表示効果付加手段）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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